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資
料
紹
介

ｏ
陽
明
文
庫
蔵

「近
衛
基
熙
消
息
」

こ
こ
に
紹
介
す
る

「近
衛
基
熙
消
息
」
は
、
財
団
法
人
陽
明
文
庫
に

蔵
さ
れ
る
近
衛
基
熙
の
自
筆
消
息
約
七
百
通
の
う
ち
十
五
通
で
あ
る
。

さ
き
に
、
拙
稿

「陽
明
文
庫
蔵

「近
衛
基
熙
消
息
」
の
翻
刻
と
解
題
」

翁
京
都
大
学
國
文
学
論
叢
』
第
十
九
号
　
一
一〇
〇
八
年
二
月
）
に
お
い
て
、

文
学
関
係
の
書
物
名
を
明
記
す
る
基
熙
の
消
息
三
十

一
通
を
翻
刻
紹
介

し
た
。
こ
れ
と
は
べ
つ
に
、
本
稿

で
は
、
陽
明
文
庫
蔵
近
衛
基
熙
筆

『
源
氏
物
語
』
全
五
十
四
冊

（以
下
、
「基
熙
自
筆
本
」
と
称
す
る
）
の
書

写
作
業
に
関
連
す
る
消
息
を
選
ん
だ
。

基
熙
自
筆
本
は
、
元
禄
十
三
年

（
一
七
〇
〇
）
九
月
二
十
三
日
か
ら

宝
永
元
年

（
一
七
〇
四
）
五
月
二
十
五
日
ま
で
を
か
け
て
書
写
さ
れ
た

の
ち
、
宝
永
元
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
宝
永
二
年
九
月
十
六
日
ま
で
に

は
、
校
合
が
な
さ
れ
た
。
同
本
の
親
本
は
、
平
松
時
量
が
、
後
西
院
御

本
を
転
写
し
た
本

（以
下
、
「平
松
時
量
本
」
と
称
す
る
）
で
あ
る
。
基
熙

は
、
敬
愛
す
る
後
西
院
ゆ
か
り
の
平
松
時
量
本
を
青
表
紙
証
本
の
三
転

本
と
重
ん
じ
、
努
め
て
こ
れ
を
忠
実
に
写
し
た
。
同
時
に
、
各
巻
の
書

写

・
校
合
の
た
め
に
費
や
し
た
日
数
や
紙
数
を
、
基
熙
自
筆
本
の
付
属

文
書

「源
氏
物
語
書
写
校
合
日
数
日
録
」

一
冊

（以
下
、
「付
属
文
圭
邑

川
崎
　
佐
知
子

と
称
す
る
）
に
、
詳
細
に
記
録
し
た
。

元
禄
十
六
年
春
の
関
白
辞
任
を
機
に
、
基
熙
は
書
写
作
業
に
専
念
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
平
松
時
量
本
は
、
お
そ
ら
く
全
冊
が
近
衛
家
本
殿

に
預
け
置
か
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
、
基
熙
は
必
要
な

一
、
二
冊
を
、
当

時
居
住
し
て
い
た
堀
河
殿
に
取
り
寄
せ
た
の
で
あ

っ
た
。
写
し
終
え
た

巻
と
新
写
し
た
本
と
は
本
殿
に
返
し
、
か
わ
り
に
次
の
分
を
求
め
た
。

基
熙
の
求
め
に
応
じ
て
本
を
出
納
し
た
の
は
、
基
熙
孫
の
近
衛
家
久
で

あ

っ
た
。
本
稿
で
翻
刻
し
た
十
五
通
は
、
そ
の
本
の
出
し
入
れ
に
際
し

て
、
基
熙
か
ら
家
久
に
送
ら
れ
た
消
息
で
あ
る
。

十
五
通
の
消
息
に
は
日
付
が
記
さ
れ
る
ば
か
り
だ
が
、
基
熙
自
筆
本

の
付
属
文
書
と
の
照
合
に
よ
り
、
幸
い
に
も
書
か
れ
た
年
時
を
確
定
で

き
る
。
こ
う
し
て
判
明
し
た
年
時
の
順
に
翻
刻
を
掲
載
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
消
息
に
関
し
て
、
以
下
、
簡
単
に
説
明
を
加
え
る
。
差
し
出
し
所

の

「
悠
」
。
「
悠
見
」
。
「
悠
隻
」
。
「悠
見
曳
」
。
「悠
見
子
」
。
「堀
河
曼
」

は
基
熙
で
あ
り
、
宛
所
の

「
亜
相
殿
」
。
「大
納
言
殿
」
は
家
久
で
あ
る
。

〈
５８６
〉
（通
し
番
号
①
）
は
、
「廿
二
日
」
の
日
付
が
あ
る
の
み
だ
が
、

付
属
文
書
と
対
照
し
て
、
基
熙
が
、
元
禄
十
六
年
二
月
二
十
二
日
に
花
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宴
巻
を
書
写
し
終
え
た
際
の
消
息
と
わ
か
る
。
こ
れ
に
添
え
て
、
基
熙

は
花
宴
巻
の
平
松
時
量
本
と
新
写
本
と
を
家
久
に
送
り
、
あ
ら
た
に
平

松
時
量
本
の
べ
つ
の
巻
を
求
め
た
。
本
文
に
は

「
源
氏
物
語

一
冊
」
と

だ
け
あ
り
、
と
く
に
巻
名
は
指
定
さ
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
付
属

文
書
に
よ
れ
ば
、
基
熙
は
翌
二
月
二
十
三
日
よ
り
葵
巻
の
書
写
を
開
始

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
消
息
を
受
け
、
家
久
は
物
語
の
巻
順
に
よ

っ
て

次
の
巻
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

八
月
五
日
付
の

〈
５７３
〉
（通
し
番
号
②
）
は
、
元
禄
十
六
年
八
月
五
日

の
絵
合
巻
書
写
終
了
の
と
き
の
消
息
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
「次
巻
」

と
あ
る
だ
け
で
、
巻
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
付
属
文
書
か
ら
、
翌

六
日
よ
り
松
風
巻
の
書
写
が
始
め
ら
れ
た
と
わ
か
る
。
返
し
書
き
の

「中
東
」
は
、
奈
良
春
日
社
社
家
の
中
東
時
真
で
あ
る
。

〈
５７３
〉
（通
し
番
号
③
）
は
、
元
禄
十
六
年
八
月
十
四
日
に
松
風
巻
の

書
写
が
完
了
し
た
と
き
の
消
息
で
あ
る
。
次
巻
は
薄
雲
巻
で
、
八
月
十

六
日
か
ら
写
し
始
め
ら
れ
た
。

〈
５６７
〉
（通
し
番
号
④
）
は
、
元
禄
十
六
年
八
月
二
十
三
日
付
で
、
薄

雲
巻
書
写
終
了
時
の
消
息
で
あ
る
。
次
巻
は
桂
巻

（八
月
二
十
七
日
よ

り
書
写
開
始
）
で
あ
る
。
「右
府
」
は
近
衛
家
熙
、
「中
東
」
は
中
東
時

真
、
「成
身
院
」
は
興
福
寺
成
身
院
英
算
、
「治
部
少
輔
」
は
近
衛
家
家

司
の
今
大
路
孝
在
で
あ
る
。

〈
５７２
〉
（通
し
番
号
⑤
）
は
、
元
禄
十
六
年
九
月
五
日
付
、
種
巻
書
写

完
了
時
で
あ
る
。
次
巻
は
乙
女
巻

（九
月
五
日
よ
り
書
写
開
始
）
で
あ
る
。

〈
９４７
〉
（通
し
番
号
⑥
）
は
、
元
禄
十
六
年
十

一
月
二
十

一
日
付
で
胡

蝶
巻
の
書
写
終
了
の
際
の
消
息
で
あ
る
。
次
巻
は
蛍
巻

（十

一
月
二
十

二
日
よ
り
書
写
開
始
）
で
あ
る
。

〈
５７３
〉
（通
し
番
号
⑦
）
は
、
元
禄
十
六
年
十
二
月
十
三
日
の
蛍
巻
書

写
終
了
時
で
あ
る
。
「次
之
巻
二
帖
」
と
あ
る
よ
う
に
、
基
熙
は
、
同

時
に
二
冊
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
付
属
文
書
に
よ
れ
ば
、
巻
順

ど
お
り
、
常
夏
巻

（十
二
月
十
四
日
よ
り
書
写
開
始
）
と
等
火
巻

（元
禄

十
七
年
正
月
五
日
よ
り
書
写
開
始
）
が
遣
わ
さ
れ
た
と
わ
か
る
。

〈
５８５
〉
（通
し
番
号
③
）
は
、
元
禄
十
七
年
正
月
二
十
二
日
付
で
あ
る
。

本
文
に
は
、
前
日
に

「
江
次
第
」
「
源
氏
物
語
等
」
を
受
け
取

っ
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。
付
属
文
書
に
よ
る
と
、
基
熙
は
、
同
日
よ
り
幻

巻
を
写
し
始
め
た
。
「左
府
」
は
、
同
年
正
月
十

一
日
に
右
大
臣
よ
り

転
じ
た
家
熙
で
あ
る
。

〈
９４５
〉
（通
し
番
号
⑨
）
に
は
、
匂
宮
巻
と
御
法
巻
の
巻
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
付
属
文
書
に
よ
れ
ば
、
匂
宮
巻
は
、
元
禄
十
七
年
正
月
二

十
八
日
に
書
写
開
始
、
二
月

一
日
に
は
終
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
消
息
は
、
匂
宮
巻
を
書
写
中
の
元
禄
十
七
年
正
月
二
十
日
付
と
考

え
ら
れ
る
。
次
巻
は
、
基
熙
自
身
が
御
法
巻

（二
月

一
日
よ
り
書
写
開

始
）
を
指
定
し
て
い
る
。

〈
‐９４７６
〉
（通
し
番
号
⑩
）
に
も
、
〈

‐９４５９
〉
と
同
様
に
、
匂
宮
巻
と
御
法
巻

の
巻
名
が
見
え
、
元
禄
十
七
年
二
月
四
日
付
と
判
断
で
き
る
。
御
法
巻

は
、
二
月
五
日
に
写
し
終
え
ら
れ
て
お
り
、
文
中
の

「今
明
日
中
可
遂

功
候
」
と
い
う
記
述
に
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
あ
た
り
の
書
写
は
必
ず
し

も
巻
順
ど
お
り
に
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
消
息
で
は
、
基
熙
は
自
ら
は



指
定
せ
ず
、
次
巻
の
選
定
を
家
久
の
裁
量
に
委
ね
る
旨
伝
え
て
い
る
。

家
久
が
選
ん
だ
の
は
紅
梅
巻
で
あ

っ
た

（同
年
二
月
六
日
よ
り
書
写
開

始
）。〈

９４６
〉
（通
し
番
号
⑪
）
は
、
紅
梅
巻
の
書
写
終
了
時
の
消
息
で
あ
る
。

付
属
文
書
で
は
、
紅
梅
巻
の
書
写
終
了
は
二
月
九
日
で
、
柳
か
不
審
は

あ
る
が
、
次
の
竹
河
巻

（二
月
九
日
よ
り
書
写
開
始
）
は
、
基
熙
自
筆
本

の
書
写
順
と

一
致
す
る
。
元
禄
十
七
年
二
月
八
日
付
の
消
息
と
み
て
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

〈
５８５
〉
（通
し
番
号
⑫
）
は
、
宝
永
元
年

（元
禄
十
七
年
二
月
改
元
）
四

月
十
日
付
で
、
蜻
蛉
巻
を
終
え
た
と
き
の
消
息
で
あ
る
。
次
巻
と
し
て
、

基
熙
は
藤
裏
葉
巻

（四
月
十
三
日
よ
り
書
写
開
始
）
を
要
求
し
た
。

〈
５８６
〉
（通
し
番
号
⑬
）
は
宝
永
元
年
五
月
二
日
付
で
あ
る
。
蘭
巻
を

終
え
、
横
笛
巻

（四
月
二
十
八
日
よ
り
書
写
開
始
）
を
求
め
た
消
息
で
あ

Ｚつ
。〈

３５８５
〉
（通
し
番
号
⑭
）
は
宝
永
元
年
五
月
十

一
日
付
で
、
鈴
虫
巻
を

終
え
、
次
の
二
帖
を
要
求
し
た
内
容
で
あ
る
。
長
期
間
に
及
ん
だ
書
写

作
業
も
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
て
、
こ
の
時
点
で
は
、
梅
枝

巻

（五
月
十

一
日
よ
り
書
写
開
始
）
と
夢
浮
橋
巻

（五
月
十
八
日
よ
り
書
写

開
始
）
を
残
す
だ
け
で
あ

っ
た
。
本
文
中

の

「先
日
書
興
候
伊
勢
物

語
」
と
は
、
元
禄
十
六
年
正
月
十
四
日
に
基
熙
が
書
写
し
た

『
伊
勢
物

語
』
を
指
す
。

〈
５７２
〉
（通
し
番
号
⑮
）
は
十
月
十
五
日
付
で
あ
る
。
本
文
中
に
巻
名

が
記
さ
れ
な
い
う
え
、
付
属
文
書
の
書
写
終
了
の
日
時
と

一
致
し
な
い

た
め
、
〈
５７２
〉
の
年
時
は
不
明
で
あ
る
。
乙
女
巻
は
元
禄
十
六
年
十
月

十
三
日
に
完
了
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
と
き
の
消
息
か
と
思
わ

れ
る
が
、
確
定
で
き
な
い
。

な
お
、
拙
稿

「
近
衛
基
熙
の

『
源
氏
物
語
』
書
写
―
陽
明
文
庫
蔵
基

熙
自
筆
本
を
め
ぐ

っ
て
―
」
（大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
編

『皇
統

迭
立
と
文
学
形
成
』
和
泉
書
院
　
一
一〇
〇
九
年
五
月
刊
行
予
定
）
に
、
基
熙

自
筆
本
の
書
写
が
な
さ
れ
た
事
情
、
お
よ
び
、
同
本
と

「
近
衛
基
熙
消

息
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
述
し
、
本
稿
に
掲
載
し
た
十
五
通
と
は
ベ

つ
に
、
消
息
八
通
を
引
用
し
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

公
表
に
あ
た
り
、
財
団
法
人
陽
明
文
庫

。
文
庫
長
名
和
修
先
生
に
、

懇
切
に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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〔凡
例
〕

財
団
法
人
陽
明
文
庫
蔵

「近
衛
基
熙
消
息
」
の
う
ち
十
五
通
を
翻
刻

す
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
を
尊
重
す
る
こ
と
を
第

一
に
心
が
け

た
が
、
便
宜
上
、
以
下
の
方
針
で
手
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
掲
載
順
は
、
陽
明
文
庫
蔵
近
衛
基
熙
筆

『
源
氏
物
語
』
の
付
属

文
書

「
源
氏
物
語
書
写
校
合
日
数
日
録
」
と
の
照
合
に
よ

っ
て
判

明
し
た
年
月
日
の
順
に
し
た
が

っ
た
。
年
時
を
確
定
で
き
な
か

っ

た

〈
５７２
〉
（通
し
番
号
⑮
）
は
最
後
に
置
い
た
。
各
消
息
に
は
、
本

稿
に
お
け
る
通
し
番
号
を
、
算
用
数
字
で
付
し
た
。
所
蔵
番
号
は
、

〈　
〉
内
に
示
し
た
。
ま
た
、
原
本
の
形
状
と
法
量
を

（

）
内

に
記
載
し
た
。

一
、
改
行
は
、
原
則
と
し
て
原
本
の
と
お
り
と
し
た
。
返
し
書
き
は

本
行
本
文
よ
り
二
字
下
げ
と
し
た
。
返
し
書
き
が
、
行
間
に
及
ん

で
い
る
場
合
は
、
本
行
本
文
よ
り
前
に
出
し
、
ま
と
め
て
示
し
た
。

端
裏
書
は
、
本
文
末
尾
に

「
（端
一３

」
と
し
て
、
「　
」
内
に
示

し
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
折
紙
状
は
、
折
表
の
末
尾
を

「Ｌ

で
示
し
た
。

一
、
本
文
に
は
、
適
宜
、
句
点
を
加
え
た
。

〔翻
刻
〕
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